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現
在
、
タ
イ
の
ウ
ド
ン
タ

ニ
と
い
う
東
北
部
の
街
に
住

み
、
現
地
の
高
校
（
ウ
ド
ン

ピ
ッ
タ
ヤ
ー
ヌ
ク
ー
ン
高

校
）
で
日
本
語
の
先
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
音
を
指
導
し
、
黒
板
に
ひ

ら
が
な
や
漢
字
を
書
い
て
み

せ
て
、
実
際
に
日
本
語
を
教

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
∥
１

面
に
写
真
。

タ
イ
の
高
校
生
は
熱
心
で

積
極
的
に
質
問
し
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
を
教
え
、
理
解
し
て

く
れ
る
と
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
色
画
用
紙
で
獅
子
舞

を
作
り
実
演
し
た
り
、
年
賀

状
を
書
い
た
り
…
…
。
日
本

人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
文
化

紹
介
や
、
発
音
指
導
な
ど
を

中
心
に
、
日
本
語
指
導
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
外
国
の
文

化
に
興
味
が
あ
り
、
中
国
語

を
学
ん
で
、
よ
く
海
外
を
旅

行
し
ま
し
た
。
佐
竹
弘
靖
教

授
の
教
養
ゼ
ミ
で
中
央
ア
ジ

ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ

ア
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。専

大
を
卒
業
し
、
自
分
は

何
が
や
り
た
い
の
だ
ろ
う
と

考
え
た
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
や
文
化
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大

学
院
文
学
研
究
科
の
王
伸
子

教
授
の
下
で
研
究
生
と
し
て

お
世
話
に
な
り
、
日
本
語
教

育
を
学
び
ま
し
た
。

王
教
授
に
紹
介
さ
れ
た
の

が
、
「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」
で
し
た
。
そ
の
役
目
は

「
タ
イ
の
文
化
を
学
ん
で
発

信
す
る
こ
と
・
日
本
フ
ァ
ン

を
作
る
こ
と
」
。
こ
れ
は
文

化
を
知
る
こ
と
も
で
き
る

し
、
日
本
に
つ
い
て
紹
介
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
さ

に
、
私
が
や
り
た
か
っ
た
こ

と
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
現
地
に
派

遣
さ
れ
る
と
、
自
分
の
想
像

以
上
に
タ
イ
に
は
「
日
本
」

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
が
あ

り
、
ス
ー
パ
ー
に
は
納
豆
や

日
本
の
お
菓
子
も
売
っ
て
い

ま
す
。
デ
パ
ー
ト
の
レ
ス
ト

ラ
ン
も
ほ
と
ん
ど
が
日
本
食

で
す
。
そ
ん
な
中
、
「
私
に

は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」

と
最
初
は
悩
み
ま
し
た
が
、

タ
イ
に
来
て
日
本
の
良
さ
を

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
生
徒
と
接
し
て

い
く
こ
と
で
、
彼
ら
に
新
た

な
日
本
を
発
見
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
３
月
の
帰
国

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

研
修
先
は
国
際
交
流
協
定

校
の
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
ア
メ

リ
カ
、
担
当
∥
王
伸
子
文
学

部
教
授
）
と
、
国
際
交
流
組

ホ

ナ

ム

織
間
協
定
校
の
湖
南
大
学

（
韓
国
、
担
当
∥
備
前
徹
文

学
部
教
授
）。

オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
は
春
期

休
暇
中
に
７
週
間
、
湖
南
大

学
で
は
夏
期
休
暇
中
に
２
週

間
の
現
地
研
修
を
行
う
。

い
ず
れ
も
現
地
の
日
本
語

学
習
ク
ラ
ス
で
教
員
の
指
導

を
受
け
、
ク
ラ
ス
観
察
、
授

業
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
教
案

作
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
経
て
模
擬
授
業
を
行
う
。

両
研
修
と
も
国
際
交
流
基
金

な
ど
か
ら
助
成
金
が
出
て
お

り
、
学
生
の
金
銭
的
な
負
担

は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
は
、
実

習
生
１
～
２
人
を
受
け
持
つ

日
本
語
科
目
担
当
教
員
か

ら
、
教
壇
実
習
に
至
る
ま
で

全
過
程
の
細
か
い
指
導
を
受

け
る
。
３０
時
間
ほ
ど
の
ク
ラ

ス
観
察
の
あ
と
教
案
作
成
や

合
同
模
擬
授
業
を
行
う
。
研

修
に
参
加
し
た
大
学
院
生
と

卒
業
生
に
話
を
聞
い
た
。

「
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
実
践

を
学
び
ま
し
た
。
日
本
語
教

育
の
基
本
を
体
で
覚
え
た
と

思
い
ま
す
」
と
言
う
の
は
大

阿
久
絢
子
さ
ん
（
院
文
修

１
）
。
文
学
部
２
年
次
生
の

１２
年
に
オ
レ
ゴ
ン
大
で
研
修

し
た
こ
と
が
大
学
院
進
学
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
現
在

は
王
研
究
室
で
日
本
語
会
話

や
音
声
を
研
究
す
る
一
方
、

都
内
の
日
本
語
学
校
で
非
常

勤
講
師
も
務
め
る
。

「
日
本
語
教
師
は
た
だ
テ

キ
ス
ト
通
り
日
本
語
を
教
え

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
。
学

習
者
の
性
格
や
状
況
を
し
っ

か
り
見
て
あ
げ
る
と
同
時
に

幅
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
。

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

っ
た
研
修
で
し
た
」

「
オ
レ
ゴ
ン
大
の
学
習
者

は
み
な
熱
心
で
、
日
本
語
の

覚
え
も
早
か
っ
た
。
質
問
が

多
い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
１１
年
に

研
修
に
参
加
し
た
卒
業
生
・

瀧
澤
あ
ゆ
み
さ
ん
（
平
２５

文
）。「

学
習
者
か
ら
答
え
を
引

き
出
す
よ
う
指
導
す
る
な
ど

オ
レ
ゴ
ン
の
先
生
か
ら
多
く

を
学
び
ま
し
た
」
と
も
。
知

り
合
っ
た
オ
レ
ゴ
ン
大
学
生

が
そ
の
後
、
本
学
に
短
期
留

学
す
る
な
ど
交
流
を
深
め

た
。瀧

澤
さ
ん
は
オ
レ
ゴ
ン
大

学
の
あ
と
、
湖
南
大
学
で
の

研
修
に
も
参
加
し
た
。
湖
南

大
学
で
は
４
月
か
ら
授
業
で

教
案
づ
く
り
な
ど
の
準
備
を

進
め
、
夏
期
休
暇
中
に
教
育

実
習
を
す
る
。

「
ア
メ
リ
カ
と
韓
国
。
全

く
違
う
環
境
で
日
本
語
教
育

現
場
を
知
る
良
い
機
会
と
な

り
、
湖
南
で
の
実
習
を
経
て

今
ま
で
以
上
に
日
本
語
教
育

に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

瀧
澤
さ
ん
は
、
日
本
語
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業
に
参

加
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
高
校
で
日
本
語
教

育
に
携
わ
っ
て
い
る
。

王
教
授
は
「
学
生
た
ち
は

ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
戻

る
。
日
本
語
教
育
の
道
に
進

む
決
心
を
固
め
る
学
生
が
多

い
の
は
、
海
外
研
修
が
評
価

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

本
年
度
の
オ
レ
ゴ
ン
大
学

教
育
実
習
は
現
在
展
開
中
。

受
講
生
４
人
は
３
月
１３
日
ま

で
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研
修
を

続
け
る
。

日
本
語
教
育
は
、
言
語
と
と
も
に
文
化

を
伝
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
日
本
語
教
師

と
し
て
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
日
本
語
の

専
門
的
知
識
や
日
本
語
教
育
の
技
術
習
得

に
加
え
、
幅
広
い
実
習
経
験
は
欠
か
せ
な

い
。
文
学
部
日
本
語
学
科
は
、
海
外
で
日

本
語
教
育
実
習
を
行
う
充
実
し
た
海
外
研

修
が
特
長
の
ひ
と
つ
だ
。

国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ

ン
タ
ー
が
昨
秋
か
ら
始
め
た

日
本
語
事
業
「
日
本
語
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
」
の
第
１
陣
と
し

て
タ
イ
に
赴
任
し
た
本
学
の

卒
業
生
・
中
村
紀
子
さ
ん

（
平
２６
文
）
か
ら
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
い
た
。
こ
の
事
業

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
教

育
機
関
で
日
本
語
を
教
え
る

教
師
や
そ
の
生
徒
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
一
定
期
間
、
日

本
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派

遣
す
る
も
の
。
２
０
２
０
年

ま
で
約
３
０
０
０
人
の
「
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
」
派
遣
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
前
出
の
瀧
澤

あ
ゆ
み
さ
ん（
平
２５
文
）も
、

今
年
１
月
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
赴
任
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ

昨
年
１１
月
１４
日
、
カ
ナ
ダ

の
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

モ
ス
ト
ゥ
教
授
の
遠
隔
授
業

は
、
学
生
７０
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。
日
本
時
間
は
１５

時
３０
分
、
現
地
は
前
日
（
１３

日
）
の
夜
２２
時
３０
分
。

日
本
古
典
文
学
が
専
門
の

モ
ス
ト
ゥ
教
授
は
、
百
人
一

首
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。
授

業
の
テ
ー
マ
は
「
絵
入
り
本

に
よ
る
百
人
一
首
の
解
釈
」

で
、
絵
が
入
る
こ
と
で
解
釈

が
変
わ
る
例
を
講
義
。
和
歌

に
絵
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り

多
く
の
情
報
が
加
わ
る
姿
を

紹
介
し
た
。

同
教
授
に
は
活
発
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
た
。

韓

国

同
２５
日
に
は
、
板
坂
ゼ
ミ

テ
ジ
ョ
ン

生
４５
人
と
韓
国
の
大
田
大
学

（
大
田
広
域
市
）
の
日
本
学

を
学
ぶ
学
生
３５
人
（
指
導
・

ミ
ン
ビ
ョ
ン

フ
ン

閔
丙
勳
教
授
∥
平
１３
院
文

博
）
と
の
共
同
授
業
が
行
わ

れ
た
。
共
通
テ
ー
マ
は
「
現

代
社
会
に
お
け
る
古
典
作

品
」。板

坂
ゼ
ミ
生
が
「
和
菓

子
」
「
黒
髪
」
に
つ
い
て
発

表
。
大
田
大
学
生
の
発
表

は
、
韓
国
の
「
口
伝
説
話
と

民
心
」「
ク
ホ
ミ
列
伝
」。
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
が
音
声
動
画

付
き
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

行
わ
れ
た
あ
と
質
疑
応
答
合

戦
に
。
１
時
間
半
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
る
。

発
表
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り

を
２
、
３
週
間
前
か
ら
始
め

た
板
坂
ゼ
ミ
生
は
、
そ
の
や

り
が
い
の
大
き
さ
を
語
っ

た
。
▽
「
自
国
の
文
化
を
正

面
か
ら
学
ぶ
機
会
を
得
た
」

（
田
原
聡
さ
ん
・
文
２
）
▽

「
韓
国
の
学
生
は
日
本
の
文

化
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
私

た
ち
は
も
っ
と
勉
強
し
な
け

れ
ば
」
（
早
坂
恵
さ
ん
・
文

３
）
▽
「
日
本
語
が
上
手
な

の
に
は
び
っ
く
り
。
海
外
か

ら
見
る
日
本
文
化
を
感
じ
ら

れ
ま
す
」
（
加
納
隆
太
朗
さ

ん
・
文
２
）
▽
「
外
国
の
先

生
の
講
義
は
着
眼
点
が
面
白

い
。
ネ
ッ
ト
授
業
だ
か
ら
で

き
る
も
の
だ
」
（
本
郷
康
博

さ
ん
・
文
２
）。

∥
◇
∥

ネ
ッ
ト
授
業
は
文
部
科
学

省
の
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
、
２
０
０
３
年
か
ら
始
ま

っ
た
。
当
初
は
通
信
事
情
が

悪
く
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が

０８
年
ご
ろ
か
ら
軌
道
に
乗

り
、
現
在
で
は
、
情
報
機
器

操
作
も
大
学
院
生
を
含
む
学

生
た
ち
が
行
っ
て
い
る
。
情

報
機
器
に
強
い
文
学
部
生
を

育
て
て
い
る
点
も
特
徴
だ
。

カ
ナ
ダ
は
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
と
も
行
っ
て
お
り
、
相
手

国
は
ほ
か
に
ア
メ
リ
カ
（
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
）
、
台

湾
（
輔
仁
大
学
）
、
イ
ギ
リ

ス
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）、

ド
イ
ツ
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

大
学
）
、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
エ

ス
ト
ニ
ア
人
文
大
学
）
な
ど

多
数
だ
。

板
坂
教
授
は
「
事
前
準
備

は
大
変
で
す
が
、
学
生
た
ち

は
声
を
出
す
大
切
さ
を
知

り
、
自
国
の
文
化
や
歴
史
を

日
本
語
で
し
っ
か
り
と
説
明

で
き
る
よ
う
に
な

り

ま

す
」
。
ネ
ッ
ト
授
業
の
効
果

を
重
視
し
て
い
る
。

日
本
文
学
・
文
化
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
海
外
の
大
学
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
討
論
―
―
。
そ
ん
な
Ⅰ
Ｔ
授
業
が
文
学
部
日
本
文
学
文

化
学
科
で
行
わ
れ
て
い
る
。
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
大
学
と
専
修
大
学
の
教

室
を
「
テ
レ
ビ
会
議
」
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
い
で
展
開
す
る
共
同
授
業
や

遠
隔
授
業
を
、
板
坂
則
子
教
授
（
江
戸
戯
作
文
学
）
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
授
業
に
よ
り
、
学
生
た
ち
は
日
本
の
文
学
・
文

化
を
海
外
の
教
員
や
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
を
知

り
、
自
国
を
再
認
識
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
語
教
師
と
し
て
幅
広
い
視
野
を
学
ぶ

文学部

日本語学科

文学部

日本語学科

世界の大学と結ぶネット授業

米
・
韓
の
大
学
で
充
実
の
研
修

自国文化を再認識

文学部日本文学文化学科

▶

模
擬
授
業
に
臨
む
専
大

生
。
２
０
１
４
年
、
オ

レ
ゴ
ン
大
学
で

▶

中
央
白
の
コ
ー
ト
が
大
阿
久
さ
ん

２
０
１
２
年
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で

タ
イ
の
高
校
で
活
躍
す
る
中
村
紀
子
さ
ん

ＡＳＥＡＮ諸国 日本語パートナーズ

▶

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

と
の
遠
隔
授
業
。
画
面
を
通
し
て
モ
ス

ト
ゥ
教
授
か
ら
講
義
を
受
け
る

▶

「
日
本
語
キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
の
中
村

さ
ん
（
後
列
左
か
ら
５
人
目
）

▶

大
田
大
学
と
の
共
同
授
業

で
質
問
す
る
板
坂
ゼ
ミ
生
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